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プロジェクト概要 
科学者と対等に議論しながら、人では困難な環境（危険な環境、微細

な環境、等）におけるサイエンス実験を行う AI ロボットを開発します。

科学者と AI ロボットの関わり合い方を自在に変え、共に試行錯誤する

ことで未経験の対象物や環境にも対処します。それにより 2050 年には、

サイエンス分野において AI ロボットによる科学原理・解法の発見を実

現します。 

 
2050 年の AI ロボット科学者のビジョン 

２０３０年までのマイルストーン 
科学者の意図や思考をこれまでの活動などから自動的に推定し反映

しながら、これまで人間だけではできなかったサイエンス実験を自律的

に行う AI ロボットを開発します。 

２０２５年までのマイルストーン 
AI が膨大な実験結果を自動で解釈し、人間では気付くことができな

いような仮説を科学者に伝えることで科学者が新たな方針を立てるこ

とができる等、これまで人間だけではできなかったサイエンス実験を自

律的に行う AI ロボットを開発します。 

 

研究開発体制（2024 年 4 月時点） 
自律的にサイエンス探求する AI ロボットである AI ロボット科学者

を実現するためには、人間の科学者の身体能力を超えて実験操作を行う  

 AI ロボット科学者の身体 と、具体的な指示がなくても創意工夫して

探求する AI ロボット科学者の頭脳 を開発して統合し、自律的にサイ

エンス探究を行う必要があります。 

効率的な発見を目指したサイエンス実験の自動化とは異なり、サイ

エンス探究の自律化は、AI ロボット科学者が自ら考えて探究すること

によって、これまで不可能であった探究を可能にし、質の異なる発見を

目指すものです。植物や動物を対象とした理化学実験を対象として、 

AI ロボット科学者によるサイエンス探究 を科学者と共に実証しなが

ら、総合知のプロジェクトとして共同研究を推進します。 

＜研究開発項目＞ 

（１）AI ロボット科学者の身体  

人間の科学者の身体能力を超

えて実験操作を行う AI ロボッ

ト身体としてプラットフォー

ムとマイクロロボットツールを

開発します。 

（２）AI ロボット科学者の頭脳  

実験データを解釈して新たな

仮説を立てる科学 AI、自律的に

実験操作の戦略を立てるロボ

ット AI、そしてこの２種類の AI

を AI ロボット科学者の知能と

して体系化するための数理基

盤を開発します。 

（３）サイエンス探究  

植物や動物を対象とした理化

学実験を対象として、開発中の

AI ロボット科学者と共に実際

にサイエンス探究を行います。


